
2020年（令和2年）1月12日　　（2）第245号 あ か し 市 議 会 だ よ り

一般質問・質疑一般質問・質疑
　

12
月
５
日
、６
日
、

９
日
の
本
会
議
で
は
、

23
人
の
議
員
が
市
役

所
新
庁
舎
の
整
備
や

災
害
対
策
、
子
ど
も

の
教
育
環
境
な
ど
に

つ
い
て
、
市
の
見
解

を
求
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
発
言
者
と

質
問
項
目
の
一
覧
は

下
段
に
、
主
な
内
容

は
２
面
か
ら
５
面
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

発　言　者　一　覧
― 発言順 ―（　）は会派名

吉　田　秀　夫（フォーラム明石）
①市役所新庁舎の整備　②地球温暖化対策　③公契約条
例　④明石市職員の精神疾患の発生状況と対応・対策
森　　　勝　子（維新の会・代表質問）
①台風の大型化による災害対策　②市役所新庁舎整備
③シティブランド・ランキング－住みよい街2019－
④あかし動物センター
丸　谷　聡　子（未来明石）
①気候変動に対する取り組み　②明石市コミュニティ
バス（たこバス）　③市内の学校における男女混合名
簿の使用　④新幹線車両基地の課題認識
三　好　　　宏（自民党 真誠会・代表質問）
①工場立地法に基づく緑地面積率の緩和　②統合型校
務支援システムの導入　③学校給食における地産地消
と食育の推進
松　井　久美子（公明党）
①議案第49号　明石市本のまち基金条例制定のこと
②就職氷河期世代の活躍の支援　③先進事例の視察等
調査研究への補助等
竹　内　きよ子（フォーラム明石）
①未来ある子どもたちが心豊かにのびのび学校生活を
送ることができる環境整備　②いじめ問題の撲滅に向
けて　③大久保地域の交通政策
筒　泉　寿　一（維新の会）
①CO２削減　②観光振興　③成人式　④天文科学館
の年始開館　⑤市民病院
寺　井　吉　広（自民党 真誠会）
①市街化調整区域等の有効な土地活用と線引きのあり方
②ひとり親家庭の自立と支援　
梅　田　宏　希（公明党）
①子どもを核とした教育環境の整備　②動物と共生す
るまちづくり　③明石市の産業振興と工場立地法
林　　　丸　美（フォーラム明石）
①LGBT（性的マイノリティー）の人権問題  ②駅前喫煙所
北　川　貴　則（維新の会）
①福祉の充実　②魚のまち明石の海産資源　③JR朝
霧駅前への市役所窓口機能の整備　④高校生議会での
SDGsの提案
井　藤　圭　順（自民党 真誠会）
①待機児童対策　②小・中学生の安全対策　③伝統・
文化の教育
国　出　拓　志（公明党）
①防災・減災対策　②積極的にAI（人工知能）の導
入をしないか
坂　口　光　男（自民党 真誠会）
①「市民憲章」を制定する取り組み　②最終年度とな
る「明石市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の検証
結果と評価・成果
尾　倉　あき子（公明党）
①フレイル予防で健康長寿のまちづくりを　②登録有形文
化財「旧波門崎（はとさき）燈籠堂」の保存と周辺整備
辰　巳　浩　司（自民党 真誠会）
①明石港東外港地区の再整備と新庁舎整備　②明石市
の歴史文化遺産
飯　田　伸　子（公明党）
①発達障害児支援　②高齢運転者の事故防止施策
石　井　宏　法（自民党 真誠会）
①市民夏まつり開催　②豊かな海づくり　③小中学校に
おける防災教育　④インバウンド獲得のための観光施策
佐々木　　　敏（公明党）
①グリーンスローモビリティ　②市役所新庁舎の設計
③市営住宅入居時の連帯保証人
千　住　啓　介（自民党 真誠会）
①議案第53号　附属機関の設置に関する条例の一部
を改正する条例制定のこと
楠　本　美　紀（日本共産党）
①戦争の惨禍を繰り返さないための平和行政　②子ど
もの貧困対策　③高齢者が安心して暮らせる明石市に
④LGBT（性的マイノリティー）施策
家根谷　敦　子（スマイル会）
①災害対策　②インクルーシブ教育
辻　本　達　也（日本共産党）
①SNS等に起因する事犯による被害児童・生徒の状況
②明石市と西日本旅客鉄道株式会社との鉄道沿線のまちづ
くりに関する包括連携協定に基づく今後の取り組み　③生
活保護行政　④市街化区域の農地転用　⑤交通不便地域に
おける移動手段の確保と充実　⑥気候非常事態宣言
◎明石市議会議員定数条例の一部を改正する条例
（12月20日質疑）

問�　
市
民
共
通
の
誓
い
と
な

る
親
し
み
の
あ
る
市
民
憲

章
の
制
定
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
を
聞
く
。

答�　
市
民
憲
章
は
、
ま
ち
の

理
想
像
や
市
民
の
主
体
的

な
行
動
な
ど
を
分
か
り
や

す
い
表
現
で
定
め
た
も
の

で
あ
り
、
全
国
の
約
８
割

の
市
が
制
定
し
て
い
る
。

　
本
市
は
、
昭
和
50
年
に

全
国
に
先
駆
け
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
元
年
を
宣
言
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

市
政
運
営
の
柱
に
据
え
て

問�　
９
月
議
会
に
お
い
て
、

市
議
会
の
意
思
を
示
す「
市

役
所
新
庁
舎
整
備
候
補
地

に
関
す
る
決
議
」
を
全
会

問�　
市
内
事
業
者
の
生
産
力

向
上
や
雇
用
促
進
、
事
業

拡
大
に
よ
る
税
収
増
な
ど

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
工

場
立
地
法
に
基
づ
く
緑
地

面
積
率
を
緩
和
で
き
る
条

例
を
制
定
す
べ
き
と
考
え

る
が
、市
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
本
市
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

安
心
都
市
・
明
石
の
創
造

を
掲
げ
、
「
い
つ
ま
で
も・

す
べ
て
の
人
に
・
や
さ
し

い
」
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
お
り
、
経

済
面
や
環
境
面
な
ど
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
総
合
的
な

取
り
組
み
が
必
要
だ
。

　

 　
緑
地
面
積
率
の
緩
和
は
、

経
済
面
で
は
企
業
の
設
備

投
資
を
促
し
、
生
産
性
が

向
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

新
た
な
雇
用
の
創
出
に
つ

な
が
る
な
ど
、
経
済
発
展

に
有
効
な
手
法
と
認
識
し

て
い
る
。
一
方
、
環
境
面

で
は
市
全
体
の
緑
地
面
積

の
維
持
・
向
上
と
市
民
の

理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

　

 　
来
年
度
中
を
目
標
に
学

識
経
験
者
や
商
工
会
議
所
、

環
境
団
体
、
市
民
代
表
な

ど
に
よ
る
検
討
会
を
設
置

し
、
本
市
の
緑
地
の
在
り

方
な
ど
を
幅
広
く
議
論
し

て
い
く
予
定
だ
。

問�　
国
は
、
大
規
模
停
電
時

に
電
気
自
動
車
を
移
動
電

源
と
し
て
活
用
す
る
体
制

を
整
え
る
行
動
計
画
を
公

表
し
た
。こ
の
計
画
で
は
、

自
治
体
や
自
動
車
メ
ー
カ

ー
に
活
用
方
法
に
つ
い
て

積
極
的
に
発
信
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。
本
市
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
く
。

答�　
昨
年
の
台
風
15
号
で
は

千
葉
県
等
で
広
域
停
電
が

長
期
間
続
き
、
多
く
の
住

民
が
不
便
な
生
活
を
強
い

ら
れ
た
。
そ
の
際
、
避
難

所
等
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
や
電
気
自
動
車
が
非
常

用
電
源
と
し
て
利
用

さ
れ
た
。
本
市
と
し

て
も
有
用
性
を
認
識

し
、
地
域
防
災
計
画

に
非
常
用
電
源
と
し

て
電
気
自
動
車
等
の

活
用
を
記
載
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
市
内
の
自
動
車

販
売
店
と
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
等
の
活
用
の
検
討

を
始
め
て
い
る
。こ
れ
ら
の

車
種
は
、普
及
率
が
向
上

し
、
停
電
時
の
家
庭
で
の

電
源
確
保
が
期
待
さ
れ
る

た
め
、
防
災
訓
練
等
を
通

じ
て
活
用
方
法
の
周
知
・

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

一
致
で
可
決
し
た
が
、
い

ま
だ
市
長
か
ら
新
庁
舎
の

整
備
方
針
が
明
確
に
表
明

さ
れ
て
い
な
い
。
市
長
の

考
え
を
聞
く
。

答�　
市
役
所
新
庁
舎
の
整
備

に
つ
い
て
は
、

現
在
地
で
進
め

て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。整

備
に
あ
た
っ
て

は
、
防
災
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の

課
題
を
踏
ま
え
、

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
、
防
災
の

拠
点
機
能
、市

民
利
用
の
観
点
、
明
石
ら

し
さ
の
４
点
を
備
え
た
市

役
所
を
目
指
し
た
い
。
現

庁
舎
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
化

を
図
り
な
が
ら
行
政
と
し

て
の
機
能
が
遂
行
で
き
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
よ

う
な
市
民
が
利
用
で
き
る

空
間
の
確
保
に
加
え
、
明

石
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る

庁
舎
に
し
た
い
。
今
後
も

市
議
会
や
市
民
の
意
見
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
つ

つ
、
国
の
財
政
支
援
が
受

け
ら
れ
る
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
て
い
く
。

新庁舎整備は現在地
市長が正式表明

コンパクトで機能的に

緑
地
面
積
率
の
緩
和

  

市
民
の
理
解
が
必
要

 

検
討
会
で
議
論

市
民
共
通
の
誓
い

　
市
民
憲
章

 

制
定
の
考
え
は

大規模停電時
非常用電源に電気自動車
広く周知・啓発が必要

新庁舎は明石らしさが感じられるものへ

地域防災計画

問�　
全
国
の
働
く
世
代
を
対

象
に
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
が
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
明

石
市
は
37
位
で
あ
っ
た
。

今
後
よ
り
住
み
よ
い
街
を

目
指
し
て
、
ど
の
よ
う
な

施
策
に
力
を
入
れ
る
の
か
。

答�　
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ

ン
キ
ン
グ
住
み
よ
い
街
２

０
１
９
は
、
街
な
ど
に
対

す
る
住
み
良
さ
に
つ
い
て
、

安
心
・
安
全
、
快
適
な
暮

ら
し
、
生
活
の
利
便
性
な

ど
８
分
野
38
項
目
を
評
価・

集
計
し
た
も
の
だ
。
本
市

は
前
回
の
87
位
か
ら
大
幅

に
上
昇
し
た
が
、
こ
れ
は

大
阪
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
に
加
え
、
明
石
駅
前

再
開
発
や
子
育
て
施
策
の

充
実
に
よ
り
、
ま
ち
の
魅

力
が
徐
々
に
認
知
・
実
感

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
要

因
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
明
石
の
良
さ

を
理
解
し
た
上
で
明
石
駅

前
だ
け
で
は
な
く
市
全
体

に
わ
た
っ
て
、
こ
ど
も
総

合
支
援
の
充
実
だ
け
で
は

な
く
高
齢
者
施
策
の
重
点

的
展
開
な
ど
、
世
代
を
問

わ
ず
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
い
く
考
え
だ
。

き
た
。
さ
ら
に
、
平
成
18

年
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

提
言
書
を
策
定
、
22
年
に

は
自
治
基
本
条
例
を
制
定

し
、
自
治
の
主
体
で
あ
る

市
民
の
権
利
と
役
割
を
規

定
し
た
。
ま
た
、
長
期
総

合
計
画
に
お
い
て
、
10
年

間
で
実
現
を
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
を
市
民
参

画
の
も
と
で
定
め
る
な
ど
、

市
民
憲
章
と
は
形
が
異
な

る
も
の
の
、
市
民
と
と
も

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
だ
。

　

 　
市
民
憲
章
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
市
民
意
識
の
高

ま
り
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
他
市
の
事
例
も
参

考
に
調
査
・
研
究
し
て
い

き
た
い
。

明
石
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
37
位
に
上
昇

 

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を


